
Ⅰ 令和2年2月の全体の市況

Ⅱ 令和2年3月の主要品目の市況見通し

  「まいわし（生鮮品）」

　「さけ・ます（塩蔵品・冷凍品）」

　「さ　ば（生鮮品）」

　「するめいか（生鮮品・冷凍品）」

　「あ　じ（生鮮品）」

凡例（目安）
増減率

  0～ 2 % 横ばい 横ばい
 3～10 やや増加(減少) やや強(弱)含み
11～20 増加(減少) 強(弱)含み
21～50 かなり増加(減少) かなり強(弱)含み
51～  大幅に増加(減少)       －

入荷量は、やや増加すると見込まれ、卸売価格は、やや弱含むと見込まれます。

入荷量

  東京都中央卸売市場における総入荷量（水産物の生鮮品、冷凍品及び加工品の合計）は、やや増
加したが、卸売価格（水産物全体の１キログラム当たり平均価格）は、高級魚を中心に需要が落ち込
んでいることから、弱含みに推移しました。

入荷量は、やや増加すると見込まれ、卸売価格は、やや弱含むと見込まれます。

入荷量は、銀ざけを主体にやや増加すると見込まれ、塩乾品や塩銀ざけの需要が伸びて
いることから、卸売価格は、横ばいと見込まれます。

卸売価格

令和2年3月12日

水 産 庁

水産物の市況について（令和2年2月及び令和2年3月）
  　―東京都中央卸売市場における令和2年2月（令和2年1月21日～令和2年2月20日集計）の市況と、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和2年3月の市況見通し（前月との比較）―

入荷量は、横ばいと見込まれ、卸売価格は、産卵による身質の低下がみられることから、
やや弱含むと見込まれます。

漁の端境期で水揚量が減少することから、入荷量も減少すると見込まれ、卸売価格は、高
値で推移していることから、やや強含むと見込まれます。



 （単位：千トン、円／㎏）

入荷量 価格 入荷量 価格 入荷量 価格

２年 ３３ １,０５７ ３１ １,３２８ ３５ １,２３２

前年 ３２ １,０９８ ３１ １,３４８ ３５ １,２７０

注１：入荷量及び卸売価格は、それぞれ前月の２１日から当月の２０日までの暫定数値。
 　２：入荷量は生鮮品、冷凍品及び加工品の合計。

（単位：円／㎏、％）

２月 前月対比

３４４ ９８

８４０ ９９

８３３ ９７

８９５ ９９

１,０８５ ９９

１,２９４ １０３

８０１ ９９

３７８ ８０

８４２ ９２

８２３ ９３

１,１１６ ９８

６５０ １０３

　問合せ先：水産庁加工流通課企画調査班

      　代表　０３－３５０２－８１１１
　      内線  ６６１７　佐藤、長谷川、大和田
        直通  ０３－３５９１－５６１２

注３：さけ類冷凍品は、主として、ぎんざけ、あきさけ、ときさけ、べにざけ及びアトランティックサーモン
　　　が含まれる。

東京都中央卸売市場への総入荷量・卸売平均価格（概数）

前年同月対比 平年同月対比

2月

主　要　品　目　の　価　格

い わ し （ 生 鮮 品 ）

前月

東京都中央卸売市場卸売価格（概数）

前々月

１２２ １１４

（ぎんざけ塩蔵品） ７６ ８７

さ け ・ ま す （ 平 均 ） ７９ ９２

（ あ き さけ 塩蔵 品） １３９ １３３

（ と き さ け 塩 蔵 品 ） １００ １０９

（べにざけ塩蔵品） ９５ １１７

（ さ け 類 冷 凍 品 ） ７７ ９１

さ ば （ 生 鮮 品 ） ９５ ９０

するめいか（平均） １０４ １３６

（生鮮品） １０３ １２６

１３３ ２０３（冷凍品）

あ じ （ 生 鮮 品 ） １０２ １０３

注４：さけ・ます(平均）は、さけ・ます類全般の塩蔵品及び冷凍品が含まれる。

注１：品目により、市場で水産物の大きさ等が異なることから、主要な水産物の価格データを掲載。

注２：1月の価格は１～２０日までの速報値を元に算出。平年とは平成２７年～令和元年の加重平均値。


